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山地に挟まれた狭窄部を２つの
河川が流下する地形（拡幅困難）

：河川以外の課題

：河川の課題
：流域の課題

文化財保護法による特別名勝松島の
保護地区に指定（河川改修困難）

山間部を掘削改修した
人工河川（拡幅困難）

内水氾濫による浸水被害
発生地区（桧和田地区）

都市化や工場誘致等により、
流域山間部の保水能力が低下

トンネル出口

トンネル入口

中流・下流域は低平地による水害リスクが増大

吉
田
川→

内水氾濫による浸水被害発生地区
（姥ヶ沢地区）

勾配が変化する地点で三川が
合流し、河道流下能力が低い

潮位の影響を受け、
内水氾濫浸水が発生

河川の水位が上昇しやすく浸水リスクが高い

自然排水が困難で浸水が長期化

高城川上流部（鶴田川）の河道流下能力は、
幡谷サイフォンにより制限

幡谷サイフォン

流域の課題

「吉田川・高城川 命と生業を守る流域治水推進計画（案）」の概要（1/2）

基本方針

計画期間は，河川整備計画（国、県）、
下水道計画、まちづくりの計画期間を踏
まえ、計画対象降雨（令和元年東日本台
風）に対し、流域一体で総合的かつ多層
的な浸水被害対策による浸水の解消又
は軽減する効果を発現させるために必要
な期間として、概ね30年として設定する。

目標とする降雨

なり わい

〇令和元年東日本台風（令和元年10月洪水）を「都市浸
水の発生を防ぐべき目標となる降雨（計画対象降雨）」と定
め、河川・下水道整備の加速化や雨水貯留浸透施設等の
流域対策を一層推進するとともに、浸水被害が想定される
区域については、水害リスク（浸水深や浸水頻度等）やま
ちづくり計画等を考慮した土地利用や住まい方の工夫等
により、外水氾濫に対する家屋被害の防止（家屋浸水ゼ
ロ）と農地浸水を早期に解消することを基本とし、あわせて、
内水氾濫に対する家屋浸水を減らし、浸水時間の早期解
消を目指す。

〇 なお、当該流域内にあっても、地域によっては計画対
象降雨に定めた令和元年東日本台風（令和元年10月洪
水）よりも令和4 年7 月洪水等の方が、局地的な豪雨に伴
い浸水被害が大きくなった事例もあることから、地域毎の
降雨特性を踏まえたハード・ソフト両面から対策を検討して
いく。

都市浸水想定

河川整備および農地防災事業等により氾濫量の減少
はするものの一部浸水が残るため、追加のハード・ソ
フトの対策の検討が必要である。

流域における氾濫量と対策イメージ

対策前
417.5（十万m³）

ソフト対策
引き続き検討

（流域・排水対策）
36.2（十万m³）

河川整備
223.0 （十万m³

）

内水対策（下水）
0.1 （十万m³）

対策前 対策後

計画対象降雨
（吉田川落合地点）

排水対策（農業）・
河川整備

158.2 （十万m³）

【対策内容】
●排水対策（農業）・河川整備
国営総合農地防災事業
（排水機場の統廃合・能力強化）

●引き続き検討（流域・排水対策）
内水排水ポンプ増強
雨水貯留施設整備
道路嵩上
田んぼダム

●ソフト対策
防災意識向上（講習会・訓練等）
洪水情報（雨量・水位・避難情報等）の発信
管理情報（施設内外水位・災害情報）の共有
宅地嵩上支援制度

②被害対象を減少さ
せるための対策

③被害の軽減早期復
旧・復興の対策
氾濫水を早く排除する（排水
機能の強化）、マイ・タイムラ
インの普及促進 等

①氾濫をできるだけ防
ぐ・減らすための対策

河道掘削、遊水地の整備、
雨水貯留機能の拡大 等

リスクの低いエリアへ誘導/住
まい方の工夫、浸水範囲を減
らす（二線堤の整備） 等

④命と生業を守る
流域のサポート
持続可能な生業の体制構築
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治水と農業分野の連携

ソフト施策、土地利用・住まい方の工夫

防災教育

地産地消・地場産返礼品等

水害リスクを踏まえた居住誘導

事業イメージ

農地に水がたまる

農地

① 内外水位情報の集約・共有・活用
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【運転調整の効果】

② 排水機場群一体管理による効果的な運用（運転調整等）

想定される農業用ため池等の治水利用イメージ

事前放流

余水吐の改良

空き容量の活用

ため池の活用
田んぼダム 排水機場群一体管理による効果的な運用

（運転調整）

内外水位情報の集約・共有・活用

ブランド米

「吉田川・高城川 命と生業を守る流域治水推進計画（案）」の概要（2/2）

貯留機能保全区域・浸水被害防止区域の指定方針
【貯留機能保全区域の指定の方針】

【浸水被害防止区域の指定の方針】

生業のサポート

パンフレットを活用した防災教育

簡易型監視カメラの設置避難訓練

地域主導の取り組み

なり わい

排水路通常の水田

溝畔

水田
15㎝

パイプ

排水
マス

水田の排水がそのまま排水路へ流れ，排水
路の水位が上昇します

排水路 田んぼダム
実施水田

水田

溝畔

15㎝

4㎝
程度

調整板

パイプよりも小さな穴の開いた板等の調整装置を取り付け，ゆっ
くりと排水を流すことで，排水路の急激な水位の上昇を防ぎます。

急激に水位
が上昇しない

水田に
水を溜める

田んぼダム実証コンソーシアム

農業用ため池

【田んぼダム】

水害リスク空白地帯の解消


